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研究成果の概要（和文）：食事・運動に関わる科学的エビデンスにおいて、欧米人に比べ報告が限定的な日本人
の2型糖尿病患者を対象に食事と身体活動状況の調査を実施した。その結果、2型糖尿病患者において肥満と強く
関連する食品群の組み合わせや伝統的な日本食（和食）が肥満の抑制に関連すること明らかになった。今回の研
究結果を活用することで、効果的なセルフケアや栄養指導につながることが期待される。

研究成果の概要（英文）：We investigated the relationships between obesity and combinations of food 
intake and physical activity in patients with type 2 diabetes. The intake and consumption of energy 
were significantly associated with obesity independently of each other or of other confounders. Our 
findings also suggested an inverse association between the traditional Japanese diet (Wasyoku) and 
obesity. These findings can be useful for effective self-care and nutritional guidance.

研究分野： 臨床疫学、栄養学、身体活動学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
増加し続けている糖尿病患者において、合併症を予防することは喫緊の課題である。また、欧米で大規模研究が
行われている一方で、日本人を含む東アジア人を対象とした報告は限定的である。本研究では、日本人2型糖尿
病患者の食事及び身体活動調査を行った結果、肥満と強く関連する食品群やその組み合わせを明らかにすること
ができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

世界の糖尿病人口は爆発的に増加している。糖尿病患者における様々な合併症の発症は、

QOL が大きく低下するだけでなく、医療経済に及ぼす影響が大きいことから、合併症の予

防は喫緊の課題である。 

そこで、糖尿病治療における新規薬物療法の開発が進んでいる。しかし、食事には様々な

栄養素が含まれているが、糖尿病患者の肥満や合併症の予防に関して推奨される各栄養素

の比率、適正な炭水化物、脂質、たんぱく質摂取量、ビタミンやミネラル量に関する科学的

エビデンスは不足している。さらに、食事と運動（時間や強度）の組み合わせが肥満や各合

併症との関連するかに関する報告も少ない。そのため、食事・運動療法に関しては病院にお

いて短時間かつ画一的な指導が長期にわたり継続しており、食生活及び運動習慣は多様で

あることから、個別化された指導の有用性が期待される。 

また、欧米で大規模な食事調査による科学的エビデンスが集積される一方で、日本人を含

む東アジア人を対象とした報告は限定的である。そのため、日本人と欧米人では人種や体格、

食文化が異なるにも関わらず、食事・運動療法に関しては日本人を対象とした研究報告が少

なく、欧米人を対象とした研究を参考としたガイドラインが多いのが現状である。 
 
２．研究の目的 

欧米人とは異なる体格、食習慣を持つ日本人の糖尿病患者の肥満や合併症の予防に関し

て推奨される様々な栄養素、食品摂取量及び身体活動量を明らかにし、科学的エビデンスを

構築し、現場指導に役立つ基礎資料作成を目指す。 
 
３．研究の方法 

北海道から沖縄まで日本全国の糖尿病専門医を受診中の２型糖尿病患者を対象とした。

標準化された質問紙（食物摂取頻度調査票；FFQg、国際標準化身体活動質問票；IPAQ）を

用いてアンケート調査を実施し、2070 名の性別、年齢、身長、体重等の基本情報の他、日

常的に摂取している食品、栄養素、身体活動量等のデータベースを作成し、解析を行った。 

 
４．研究成果 

対象者を肥満度（BMI）25 以上の肥満群と非肥満群に分け、食品群の摂取量を比較検討

した結果、非肥満群と比較して肥満群で摂取量が有意に多かった食品群は、男女共に肉類、

菓子類、砂糖入り飲料だった。一方、肥満群で摂取量が有意に少なかった食品群は、野菜類

や海藻類といった低エネルギー食品だけでなく、いも類、果物類、魚介類、豆類、乳製品、

砂糖類など多くの食品が含まれていた。つまり、非肥満群において肥満群と比較して多様な

食品群を摂取し、特に魚介類、豆類及び海藻類の摂取を特徴とする伝統的な日本食（和食）

に近い食事摂取をしていることが分かった。 

また、食品群を男女別に４群に分類し、肥満との関連を調べた結果、野菜類を最も摂取し

ていないグループと比較し、一番多く摂取しているグループでは、男性では 0.44 倍（95%

信頼区間: 0.29-0.65）、女性では 0.38 倍（0.23-0.64）肥満と負の関連があり、一方で菓子類

を最も摂取していないグループと比較し、一番多く摂取しているグループでは男性は 2.58

倍（1.69-3.94）、女性は 2.11 倍（1.22-3.67）肥満と正の関連があった。つまり、男女共に

野菜類の摂取量が少ないことと、菓子類の摂取量が多いことが肥満と強く関連しているこ

とがわかった。 



果物と野菜の両方の摂取量が少ない組み合わせ、菓子類の摂取量が多く、果物の摂取量が

少ない組み合わせでは、肥満との関連が強いこともわかった。 

今回の研究結果から 2 型糖尿病患者において肥満と強く関連する食品群の組み合わせや

伝統的な日本食（和食）が肥満の抑制に関連すること明らかになった。今回の研究結果を活

用することで、効果的なセルフケアや栄養指導につながることが期待される。 
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